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巻
八
・
法
住
寺
合
戦
関
連
記
事
を
め
ぐ
っ
て

─

清
　
水
　
　
由
　
美
　
子

一
、
は
じ
め
に

「
木
曾
」
と
呼
ば
れ
る
源
義
仲
は
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
七
月
末
に
、
平
氏
一
門
が
都
落
ち
を
し
た
後
の
京
に
入
る
。
平
氏
に
伴

わ
れ
る
こ
と
を
避
け
て
脱
出
し
、
比
叡
山
に
登
っ
て
い
た
後
白
河
院
を
護
衛
し
な
が
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
四
ヶ
月
後
の
同
年
十
一
月

十
九
日
に
、
義
仲
は
そ
の
後
白
河
院
の
御
所
に
向
か
っ
て
弓
を
引
き
、
火
を
放
つ
。

『
平
家
物
語
』
で
描
か
れ
る
そ
の
法
住
寺
合
戦
の
描
写
は
、
戦
闘
場
面
と
し
て
は
特
異
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
一
日
の
戦
い
が
最
終
的

に
放
火
に
よ
っ
て
決
着
し
た
保
元
の
乱
を
描
く
『
保
元
物
語
』
と
は
違
っ
て
、
為
朝
の
よ
う
に
英
雄
的
な
活
躍
を
す
る
武
士
も
登
場
し
な

い
し
、
敗
者
の
悲
哀
が
描
か
れ
る
こ
と
も
な
い
。
何
よ
り
も
、
戦
い
に
臨
ん
だ
両
者
と
も
に
戯
画
化
さ
れ
、
編
著
者
に
よ
っ
て
嘲
笑
さ
れ

な
が
ら
、
戦
い
の
顛
末
が
描
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
天
台
座
主
明
雲
や
園
城
寺
長
吏
円
慶
法
親
王
と
い
っ
た
人
々
が
巻
き
込

ま
れ
、
多
く
の
武
士
が
命
を
落
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
武
士
が
天
皇
治
天
の
君
に
向
か
っ
て
矢
を
放
つ
と
い
う
意
味
で
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は
、
承
久
の
乱
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
重
要
な
意
義
を
持
っ
た
戦
い
は
、『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
「
三
人
の
愚
者
」（
武
久
堅
（
（
（

）
に

よ
る
笑
い
を
誘
う
喜
劇
、「
ヲ
コ
」
対
「
ヲ
コ
」
の
戦
い
と
し
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
三
人
の
愚
者
た
ち
の
戯
画
化
の
持
つ
意
味
、『
平
家
物
語
』
の
編
著
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
を
笑
い
の
対
象
と
し
て
語

る
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
、
ど
う
い
う
経
緯
で
『
平
家
物
語
』
が
そ
う
し
た
話
を
創
作
、
あ
る
い
は
取
り
込
ん
で
い
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た

問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
鼓
判
官
と
呼
ば
れ
た
平
知
康
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
平
知
康
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
芸
能
性
、
呪
術
性
、
宗
教
性
と

い
っ
た
観
点
か
ら
さ
か
ん
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
（
（
（

。
本
論
考
で
は
、
少
し
視
点
を
変
え
、
歴
史
的
に
見
て
法
住
寺
合
戦
を
主
導
し
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
知
康
が
、『
平
家
物
語
』
の
中
で
は
法
住
寺
合
戦
が
起
こ
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
敗
戦
の
要
因
と
も
な
っ
た
と
し
て
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
、『
吾
妻
鏡
』
が
語
る
そ
の
後
の
彼
の
動
向
や
頼
朝
の
見
方
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
を

指
摘
す
る
。

二
人
め
の
愚
者
は
後
白
河
院
で
あ
る
が
、
院
は
直
接
笑
い
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
、
知
康
以
外
の
院
方
に
参
じ
た
者

た
ち
も
愚
弄
さ
れ
、
笑
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
戯
画
化
さ
れ
る
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
、
多
分
に
身

体
的
感
覚
に
訴
え
る
表
現
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。

さ
ら
に
、
も
う
一
人
の
愚
者
で
あ
る
義
仲
の
、
巻
八
に
入
っ
て
か
ら
始
ま
る
戯
画
化
さ
れ
た
描
写
が
、
そ
の
頃
頼
朝
に
下
さ
れ
た
、
い

わ
ゆ
る
寿
永
二
年
十
月
宣
旨
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
頼
朝
の
影
が
見
え
隠
れ
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
と
考
え
る
。

『
平
家
物
語
』
は
平
家
の
滅
び
を
描
く
物
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
、『
平
家
物
語
』
は
鎌
倉
時
代
に
成
長
し
て
い
っ
た
物
語
で
も
あ

る
。
平
家
滅
亡
後
の
社
会
の
動
き
と
無
関
係
で
あ
る
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。『
平
家
物
語
』
は
、
義
仲
と
後
白
河
院
の
対
立
と
い
う
歴
史

の
一
齣
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
背
景
を
探
り
た
い
。
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二
、
平
知
康
の
造
型
と
『
吾
妻
鏡
』

壱
岐
守
知
親
の
息
で
あ
っ
た
知
康
が
後
白
河
院
の
寵
臣
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
玉
葉
』
の
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
一
月
七
日
条
に
後

白
河
院
の
「
第
一
ノ
近
習
者
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。『
吉
記
』
寿
永
二
年
七
月
二
十
六
日
に
も
、
比
叡
山
に
逃
れ
た
後
白
河
院
の

元
へ
参
上
し
た
吉
田
経
房
が
、
知
康
を
介
し
て
院
に
見
参
し
た
と
あ
り
、
ま
た
同
書
の
七
月
二
十
七
日
条
で
述
べ
ら
れ
る
、
義
仲
と
行
家

の
院
参
の
記
事
で
も
、
知
康
が
「
扶
持
」
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
、『
愚
管
抄
』
で
法
住
寺
合
戦
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
る
記
述

で
も
、「
院
ニ
候
北
面
下
臈
友
康
・
公
友
ナ
ド
云
者
、
ヒ
タ
立
ニ
武
士
ヲ
立
テ
、
頼
朝
コ
ソ
猶
本
体
ト
ヒ
シ
ト
思
テ
、
物
ガ
ラ
モ
サ
コ
ソ

キ
コ
ヘ
ケ
レ
バ
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
乱
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

様
々
な
芸
能
に
才
能
を
発
揮
し
た
点
に
つ
い
て
も
事
実
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、『
梁
塵
秘
抄
口
伝
抄
』
で
は
、
後
白
河
院

が
声
が
い
い
点
と
「
面
な
く
」
謠
う
点
を
評
価
し
て
い
る
。「
面
な
く
」
と
は
、
厚
か
ま
し
く
無
遠
慮
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
愚
管
抄
』
で
は
知
康
の
こ
と
を
「
ツ
ヽ
ミ
ノ
兵
衛
」
と
言
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
の
で
、「
鼓
判
官
」
と
称
さ
れ
た
の
も
史
実
で
あ
ろ

う
。
延
慶
本
な
ど
の
読
み
本
系
『
平
家
物
語
』
が
記
す
「
ヒ
フ
」
と
い
う
芸
（
現
代
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
（
（

）
や
、
後
に
将
軍
頼
家
の
寵
を
得
る
こ
と
と
な
る
蹴
鞠
の
才
能
な
ど
、
多
様
な
芸
を
臆
面
な
く
披
露
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
権
力
者

の
懐
に
入
っ
て
い
く
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
知
康
が
、
後
白
河
院
の
使
い
と
し
て
義
仲
に
対
面
し
た
時
に
、「
鼓
判
官
」
と
い
う
渾
名
の
由
来
を
失
礼
な
言
い
方
で
尋
ね
ら

れ
、
そ
の
報
復
と
し
て
後
白
河
院
に
讒
言
し
た
こ
と
が
、
後
白
河
院
に
武
力
衝
突
の
決
断
を
さ
せ
た
と
『
平
家
物
語
』
諸
本
は
語
る
。

『
平
家
物
語
』
は
こ
れ
が
法
住
寺
合
戦
の
原
因
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
院
方
の
軍
奉
行
を
命
じ
ら
れ
た
知
康
が
、
鎧
を
着
ず
に

四
天
王
の
絵
を
描
い
た
甲
だ
け
を
か
ぶ
り
、
右
手
で
金
剛
鈴
を
振
り
、
左
手
で
鉾
を
持
ち
、
法
住
寺
殿
の
築
垣
の
上
に
立
っ
て
舞
っ
た
、

と
い
う
の
も
諸
本
共
通
で
あ
る
。
こ
の
様
子
を
見
た
人
々
が
、
知
康
に
は
天
狗
が
つ
い
た
、
と
言
っ
た
と
い
う
場
面
は
、『
愚
管
抄
』
の

「
イ
カ
ニ
モ
〳
〵
コ
ノ
院
ノ
木
曾
ト
御
タ
ヽ
カ
イ
ハ
、
天
狗
ノ
シ
ワ
ザ
ウ
タ
ガ
イ
ナ
キ
事
也
」
と
い
う
嘆
き
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
物
語
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の
叙
述
の
流
れ
の
中
で
、
知
康
は
間
違
い
な
く
、
後
白
河
院
の
分
身
で
あ
り
、
院
の
失
敗
を
一
身
に
引
き
受
け
る
。

一
方
、『
吉
記
』
の
同
年
十
一
月
十
五
日
条
に
は
、「
或
人
示
シ
送
リ
テ
云
フ
、
去
十
二
日
、
廷
尉
知
康
、
太
神
宮
託
宣
セ
シ
ム
ル
ノ
由

称
ス
ト
云
々
。
近
日
件
ノ
男
物
狂
也
。
信
受
ス
ベ
キ
□
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
合
戦
の
四
日
前
の
記
事
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
記
事
が
、『
平
家
物
語
』
の
叙
述
の
背
景
に
あ
る
の
も
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
彼
だ
か
ら
こ
そ
、
物
語
の
中
で
こ
う
し
た

役
割
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
知
康
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
考
察
の
中
で
は
、
阿
部
泰
郎
氏
の
論
考
（
（
（

が
秀
逸
で
あ
る
。
阿
部
氏
は
、
説
話
で

の
描
か
れ
方
や
同
時
代
資
料
ま
で
広
く
目
を
配
り
つ
つ
、
知
康
の
「
ヲ
コ
の
者
」
と
し
て
の
造
型
の
意
味
を
説
き
、
知
康
の
描
写
に
伴
う

笑
い
を
「
強
大
な
武
力
や
権
力
を
持
っ
た
相
手
」
に
対
し
て
弱
者
が
持
つ
「
最
大
の
武
器
」
と
し
て
論
じ
、
そ
の
権
力
者
が
後
白
河
院
の

み
な
ら
ず
、
鎌
倉
幕
府
の
将
軍
で
も
あ
っ
た
、
と
結
論
づ
け
る
。

阿
部
氏
も
触
れ
て
い
る
が
、
法
住
寺
合
戦
が
義
仲
方
の
圧
勝
で
終
わ
っ
た
後
、
も
う
一
度
、
知
康
は
『
平
家
物
語
』
に
登
場
す
る
。
延

慶
本
で
は
以
下
の
記
事
で
あ
り
、
大
江
公
朝
が
後
白
河
院
の
使
者
と
し
て
頼
朝
の
所
に
参
上
し
、
合
戦
の
原
因
が
知
康
に
あ
り
、
彼
が

「
違
勅
の
者
」
だ
と
訴
え
た
後
の
場
面
で
あ
る
。
前
述
し
た
「
ヒ
フ
」
は
こ
こ
に
見
え
て
い
て
、
知
康
を
見
か
け
た
頼
朝
が
、
頼
家
に

「
ヒ
フ
」
の
芸
を
見
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
言
い
、
そ
の
芸
を
披
露
し
た
知
康
は
さ
ら
に
、
法
住
寺
合
戦
に
つ
い
て
の
弁
明
を
繰
り
広
げ
る

が
、
頼
朝
に
相
手
に
し
て
も
ら
え
ず
、
京
都
に
逃
げ
帰
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

知
康
陳
ゼ
ム
ト
テ
、
追
サ
マ
ニ
鎌
倉
ヘ
下
テ
、
兵
衛
佐
ノ
許
ヘ
参
テ
、「
見
参
入
ム
」
ト
伺
申
ケ
レ
ド
モ
、
申
次
者
モ
ナ
カ
リ
ケ

レ
バ
、
侍
ニ
推
参
シ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
兵
衛
佐
簾
中
ヨ
リ
見
出
テ
、
子
息
左
衛
門
督
頼
家
ノ
末
少
ク
オ
ワ
シ
ケ
ル
ニ
、「
ヤ
ヽ
、
ア
ノ

知
康
ハ
、
究
意
ノ
ヒ
フ
ノ
上
手
ニ
テ
ア
ム
ナ
ル
ゾ
。『
是
ニ
テ
ヒ
フ
ア
ル
ベ
シ
』
ト
イ
ヘ
」
ト
テ
、
砂
金
十
二
両
若
君
ニ
奉
リ
タ
リ

ケ
レ
バ
、
若
君
是
ヲ
持
テ
、
知
康
ニ
、「
是
ニ
テ
ヒ
フ
ア
ル
ベ
シ
」
ト
宣
ケ
レ
バ
、
知
康
十
二
両
ノ
金
ヲ
給
テ
、「
砂
金
ハ
吾
朝
ノ
重

宝
也
。
暫
ク
争
カ
玉
ニ
ハ
可
㆓
取
候
㆒
」
ト
申
テ
、
懐
中
ス
ル
マ
ヽ
ニ
、
庭
ヨ
リ
石
ヲ
三
取
テ
、
ヤ
ガ
テ
縁
ヲ
ノ
ボ
リ
サ
マ
ニ
、
目

ヨ
リ
下
ニ
テ
数
百
千
ノ
ヒ
フ
ヲ
片
手
ニ
テ
ツ
キ
、
左
右
手
ニ
テ
ツ
キ
、
サ
マ
〴
〵
ニ
乱
舞
シ
テ
、「
ヲ
ウ
」
ト
云
音
ヲ
ア
ゲ
テ
、
ヨ
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キ
一
時
ツ
キ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
簾
中
ヨ
リ
始
テ
、
参
合
タ
ル
大
名
小
名
、
興
ニ
入
テ
エ
ツ
ボ
ノ
会
ニ
テ
ゾ
有
ケ
ル
。
兵
衛
佐
、「
誠
ニ

名
ヲ
得
タ
ル
者
ノ
験
ハ
有
ケ
リ
」
ト
テ
、
其
後
見
参
セ
ラ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
知
康
、「
木
曽
、
都
ヘ
責
入
テ
、
在
々
所
々
ヲ
追
補

シ
、
大
臣
公
卿
ニ
所
ヲ
モ
不
㆑
置
、
権
門
勢
家
ノ
御
領
ヲ
モ
不
レ
憚
乱
入
テ
、
狼
籍
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ
。
神
社
仏
寺
ヲ
モ
怖
奉
ズ
、
堂

塔
ヲ
ワ
リ
タ
キ
ハ
テ
ヽ
、
院
御
所
法
住
寺
殿
ニ
推
寄
テ
合
戦
ヲ
致
テ
、
八
条
ノ
宮
モ
誅
レ
サ
セ
給
ヌ
、
天
台
座
主
明
雲
僧
正
モ
誅
レ

給
ヌ
」
ナ
ド
、
有
事
無
事
ク
ド
キ
立
テ
細
ク
申
ケ
レ
ド
モ
、
兵
衛
佐
先
立
テ
心
得
給
タ
リ
ケ
レ
バ
、
万
ヅ
無
返
事
ニ
テ
オ
ワ
シ
ケ
レ

バ
、
知
康
サ
ヲ
ヽ
ノ
ミ
ス
ク
ム
デ
、
ハ
ウ
〳
〵
ニ
ゲ
上
ニ
ケ
リ
。

知
康
、
サ
シ
モ
鬱
深
ク
、
院
マ
デ
モ
、「
不
㆑
可
㆑
被
㆓
召
仕
㆒
」
ト
被
㆑
申
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
無
㆑
墓
ヒ
フ
ニ
目
出
テ
、
兵
衛
佐
見
参
セ

ラ
レ
タ
リ
ケ
リ
。「
人
ハ
イ
サ
ヽ
カ
ノ
事
ナ
リ
ト
モ
、
能
ハ
可
㆑
有
物
哉
」
ト
ゾ
覚
ケ
ル
。

�
（
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
巻
八
・
卅
二
「
知
康
関
東
ヘ
下
事　

付　

知
康
関
東
ニ
テ
ヒ
フ
ツ
ク
事
」）

覚
一
本
に
は
「
ヒ
フ
」
と
い
う
芸
を
行
っ
た
と
す
る
場
面
は
な
く
、
知
康
が
申
し
開
き
の
た
め
に
鎌
倉
に
下
向
し
た
も
の
の
、
頼
朝
に

相
手
に
さ
れ
ず
、
面
目
を
な
く
し
て
帰
京
、
伏
見
稲
荷
の
近
く
で
生
き
延
び
た
と
す
る
。
延
慶
本
で
も
、
覚
一
本
で
も
彼
は
こ
こ
で
物
語

の
世
界
か
ら
姿
を
消
す
。

現
存
す
る
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
の
記
録
が
な
い
の
で
、
こ
の
年
に
知
康
が
鎌
倉
に
下
向
し
た
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
。
頼
家
が
生
ま
れ
た
の
が
寿
永
元
年
八
月
な
の
で
、
延
慶
本
が
語
る
よ
う
な
状
況
は
全
く
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
、
慈
円
は
後
白
河
院
に
近
侍
し
て
い
た
大
江
公
朝
と
知
康
が
頼
朝
に
接
近
し
た
こ
と
が
義
仲
と
の
不

和
の
原
因
だ
と
し
て
い
る
が
、『
平
家
物
語
』
が
語
る
よ
う
な
、
院
方
の
敗
戦
の
理
由
を
知
康
一
人
に
負
わ
せ
る
と
い
う
記
述
は
当
時
の

記
録
か
ら
は
読
み
取
れ
ず
、
史
実
で
は
な
い
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
公
朝
が
義
経
や
頼
朝
に
報
告
に
行
っ
た
と
い
う
の
は
と
も

か
く
、
知
康
が
責
任
を
一
手
に
引
き
受
け
て
謝
罪
に
赴
く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

鎌
倉
幕
府
や
頼
朝
に
と
っ
て
の
知
康
の
存
在
が
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
、
実
は
も
う
少
し
後
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寿
永
二

年
の
記
事
を
欠
く
『
吾
妻
鏡
』
に
お
い
て
、
知
康
の
名
が
最
初
に
見
え
る
の
は
、
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
六
月
二
十
二
日
条
で
、
そ
こ



八
二

で
は
処
刑
さ
れ
た
宗
盛
と
そ
の
息
清
宗
の
首
を
六
条
河
原
で
受
け
取
っ
た
と
さ
れ
る
。『
吾
妻
鏡
』
に
依
れ
ば
そ
の
時
の
知
康
の
肩
書
き

は
「
検
非
違
使
大
夫
尉
」
で
あ
り
、
こ
の
時
「
廷
尉
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
源
義
経
で
あ
る
。
こ
の
日
の
記
事
で
は
、
義
経
も
そ
の
場

に
い
た
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
の
事
実
と
関
わ
る
の
か
、
彼
は
こ
の
年
の
十
一
月
の
義
経
の
頼
朝
へ
の
反
逆
及
び
都
落
ち
に
関

わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
十
一
月
三
日
条
で
挙
げ
ら
れ
る
義
経
に
同
行
し
た
主
な
武
士
の
名
前
の
中
に
彼
の
名
前
は
見
え

な
い
が
、
十
日
条
に
は
次
の
通
り
で
、
頼
朝
追
討
の
院
宣
が
義
経
に
下
さ
れ
た
時
に
、
知
康
が
義
経
の
側
に
立
つ
と
、「
腹
心
」
に
あ
る

と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

鎌
倉
に
還
御
す
る
の
処
、
左
典
厩
申
さ
れ
て
云
く
、
只
今
都
人
の
伝
言
に
云
く
、
義
経
反
逆
の
間
、
追
討
の
宣
旨
を
下
さ
る
べ
き

や
否
や
の
事
、
左
右
内
府
並
び
に
師
納
言
経
房
等
に
仰
せ
合
は
さ
る
る
の
処
、
右
府
の
意
見
、
首
尾
殊
に
理
を
尽
く
さ
る
。
皆
こ
れ

豈
に
関
東
引
級
の
詞
な
り
。
内
府
は
是
非
分
明
の
儀
を
申
さ
れ
ず
。
左
府
は
早
く
宣
下
せ
ら
る
べ
き
の
由
申
し
切
ら
る
。
師
納
言
は

再
三
こ
れ
を
傾
け
申
す
と
云
々
。
ま
た
刑
部
卿
頼
経
・
右
馬
権
の
頭
業
忠
等
は
、
そ
の
志
偏
に
豫
州
の
腹
心
に
有
り
。
廷
尉
知
康
同

前
の
由
と
云
々
。�

（『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
十
一
月
十
日
条
）

頼
朝
は
こ
の
時
、
義
経
と
対
峙
す
べ
く
黄
瀬
川
の
辺
り
ま
で
出
陣
し
て
い
た
が
、
義
経
が
逐
電
し
た
報
せ
に
鎌
倉
に
戻
っ
た
。
そ
こ
に

左
典
厩
（
一
条
能
保
）
か
ら
の
報
せ
が
届
き
、
義
経
の
頼
朝
追
討
の
院
宣
の
要
求
に
対
す
る
公
卿
た
ち
の
反
応
が
報
告
さ
れ
る
の
で
あ

る
。結

局
、
義
経
は
挙
兵
に
失
敗
し
大
物
浦
で
の
遭
難
の
後
付
き
従
っ
た
人
々
は
離
散
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
後
白
河
院
と
頼
朝
の

間
の
駆
け
引
き
の
大
き
な
テ
ー
マ
が
、
こ
の
時
に
義
経
の
側
に
立
っ
た
公
卿
の
処
遇
に
な
っ
て
い
く
。
中
で
も
大
蔵
卿
泰
経
へ
の
頼
朝
の

怒
り
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
の
は
有
名
で
あ
り
、
申
し
開
き
に
鎌
倉
に
下
向
し
た
泰
経
に
対
し
て
頼
朝
が
発
し
た
の
が
、
有
名
な
「
天
下

の
大
天
狗
」
と
い
う
後
白
河
院
へ
の
非
難
で
あ
っ
た
（
後
白
河
院
で
は
な
く
、
泰
経
に
対
す
る
言
葉
だ
と
す
る
説
も
あ
る
）。

知
康
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
約
一
年
後
の
次
の
記
事
が
目
を
引
く
。
知
康
は
義
経
側
に
立
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
弁
明
の
た
め
に
、



八
三

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
人
物
の
戯
画
化
と
い
う
こ
と
（
清
水
）

鎌
倉
に
下
向
す
る
。

去
年
行
家
・
義
顕
等
に
同
意
す
る
の
凶
臣
の
事
、
二
品
の
御
欝
陶
に
依
て
、
或
ひ
は
見
任
を
解
却
さ
れ
、
或
ひ
は
配
流
の
官
符
を

下
さ
れ
了
ん
ぬ
。
そ
の
中
、
前
廷
尉
知
康
殊
に
奇
怪
を
現
す
の
間
、
憤
り
申
さ
る
る
の
処
、
陳
じ
申
す
べ
し
と
称
し
、
関
東
に
参
向

す
る
所
な
り
。
何
様
に
沙
汰
せ
ら
る
べ
き
や
。
勅
定
に
随
ふ
べ
き
の
旨
、
京
都
に
申
さ
る
る
べ
き
の
由
と
云
々
。

�

（『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
十
二
月
一
日
条
）

こ
の
「
奇
怪
を
現
す
」
と
い
う
の
が
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
結
局
、
翌
十
二
月
十
七
日
に
、
知
康
は
解

官
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
文
治
三
年
一
月
二
十
三
日
条
に
は
、「
事
露
顕
す
る
の
後
、
一
旦
の
難
を
遁
れ
ん
が
為
」
に
知
康
が
鎌
倉

に
到
着
し
た
も
の
の
、
処
置
に
困
っ
た
頼
朝
が
後
白
河
院
に
判
断
を
求
め
る
も
明
確
な
返
答
が
得
ら
れ
ず
に
困
惑
し
て
い
る
と
の
記
事
が

あ
り
、
さ
ら
に
、
同
年
の
八
月
二
十
七
日
に
は
、
頼
朝
が
「
義
経
・
行
家
等
に
同
意
す
る
者
な
り
。
随
つ
て
別
し
て
仰
せ
な
し
。
こ
の
上

は
進
上
す
べ
き
か
」
と
京
都
に
派
遣
し
た
使
者
下
河
辺
行
平
に
言
上
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
知
康
の
ど
う
い
う
言
い
分
や
行
動
が
頼
朝

を
困
惑
さ
せ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
最
後
ま
で
、
頼
朝
は
知
康
の
処
遇
を
後
白
河
院
に
委
ね
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
翌
月
三
日
条
に
記
さ
れ
た
後
白
河
院
の
返
答
で
は
、
知
康
は
鎌
倉
へ
の
下
向
に
つ
い
て
も
院
に
報
告
せ
ず
、
鎌
倉
滞
在
中
も
音
沙
汰

が
な
か
っ
た
、
京
に
追
い
返
す
か
ど
う
か
は
そ
ち
ら
で
決
め
る
べ
き
で
、
こ
ち
ら
は
関
知
し
な
い
、
と
突
き
放
す
も
の
だ
っ
た
。
知
康

は
、
頼
朝
に
も
後
白
河
院
に
も
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
言
う
「
万
ズ
、
無
返
事
」
や
覚
一
本
の
言

う
「
し
や
つ
に
め
な
見
せ
そ
、
あ
ひ
し
ら
ゐ
な
せ
そ
」
と
い
う
頼
朝
の
台
詞
は
、
こ
の
時
の
頼
朝
の
態
度
の
反
映
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。さ

ら
に
、『
吾
妻
鏡
』
で
は
、
頼
朝
死
去
後
の
建
仁
二
年
の
頼
家
主
催
の
蹴
鞠
の
会
に
北
条
政
子
が
訪
れ
た
日
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ

れ
る
。
人
々
が
集
ま
っ
た
頃
夕
立
が
降
り
、
す
ぐ
に
止
ん
だ
の
だ
が
、
周
辺
は
雨
に
濡
れ
、
蹴
鞠
を
開
始
で
き
ず
に
い
た
。
そ
の
時
に
、

知
康
が
直
垂
や
帷
子
を
脱
い
で
、
木
か
ら
し
た
た
り
落
ち
る
雨
水
を
受
け
る
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
、
座
が
盛
り
上
が
っ
た
の
だ



八
四

と
い
う
。
申
の
刻
か
ら
始
ま
っ
た
蹴
鞠
が
終
わ
っ
た
後
の
酒
宴
で
は
知
康
が
鼓
を
担
当
し
盛
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
知
康
は
「
酒
狂
の
余

り
」、
北
条
時
連
に
「
連
」
の
字
が
銭
貨
を
連
想
さ
せ
る
「
下
劣
」
な
文
字
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
改
名
を
勧
め
、
将
軍
頼
家
の
勧
め
も

あ
っ
て
、
時
房
と
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
経
緯
を
直
接
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
北
条
政
子
の
思
い
が
語
ら
れ
る
の
が
、
翌
二
十
六
日
条
の
以
下
の
記
事
で
あ
る
。

尼
御
台
所
還
ら
し
め
給
ふ
。
昨
日
の
儀
、
興
有
る
に
似
た
り
と
雖
も
、
知
康
独
歩
の
思
ひ
を
成
す
。
太
だ
奇
怪
な
り
。
伊
豫
守
義

仲
法
住
寺
殿
を
襲
ひ
合
戦
を
致
す
に
依
て
、
卿
相
雲
客
恥
辱
に
及
ぶ
。
そ
の
根
元
は
知
康
が
凶
害
よ
り
起
こ
る
な
り
。
ま
た
義
経
朝

臣
に
同
意
し
、
関
東
を
亡
ぼ
さ
ん
と
欲
す
る
の
間
、
先
人
殊
に
憤
ら
し
め
給
ふ
。
解
官
追
放
せ
ら
る
べ
き
の
旨
、
奏
聞
を
経
ら
れ
を

は
ん
ぬ
。
而
る
に
今
彼
の
先
非
を
忘
れ
昵
近
を
免
さ
る
。
亡
者
の
御
本
意
に
背
く
の
由
御
気
色
有
り
と
云
々
。

�

（『
吾
妻
鏡
』
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
六
月
二
十
五
日
条
）

『
愚
管
抄
』
や
『
吉
記
』
の
記
す
知
康
の
、
い
わ
ば
「
ヲ
コ
の
者
」
と
し
て
の
特
質
を
法
住
寺
合
戦
に
直
接
結
び
つ
け
た
も
の
と
し
て

こ
の
記
事
は
注
目
さ
れ
る
。
寿
永
か
ら
文
治
へ
と
続
く
激
動
の
世
の
中
に
あ
っ
て
、
人
を
惹
き
つ
け
る
特
殊
な
才
能
を
武
器
に
権
力
者
の

間
を
泳
ぎ
ま
わ
っ
た
知
康
の
生
き
方
を
知
っ
て
い
る
政
子
が
、
知
康
が
頼
家
や
北
条
家
に
近
づ
く
こ
と
に
対
し
て
警
戒
の
念
を
抱
い
た
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
『
吾
妻
鏡
』
の
文
治
年
間
、
建
仁
年
間
の
記
事
と
『
平
家
物
語
』
に
直
接
の
依
拠
関
係
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
法
住
寺
合
戦
後
の
知
康
の
関
東
下
向
の
可
能
性
が
低
い
と
す
る
な
ら
ば
、『
平
家
物
語
』
の
知
康
関
東
下
向
記
事
に
は
、

こ
う
し
た
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
が
無
関
係
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
実
際
に
は
も
う
青
年
だ
っ
た
頼
家
の
幼
少
時
の

出
来
事
だ
と
す
る
た
め
に
、
雨
水
を
帷
子
で
受
け
止
め
る
と
い
う
動
作
を
、「
ヒ
フ
」
と
い
う
よ
り
滑
稽
な
芸
に
変
え
た
の
で
は
な
い
か

と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、
頼
朝
や
政
子
の
知
康
に
対
す
る
印
象
が
、『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
、
知
康
を
法
住
寺



八
五

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
人
物
の
戯
画
化
と
い
う
こ
と
（
清
水
）

合
戦
の
、
あ
る
意
味
で
の
主
役
に
仕
立
て
あ
げ
る
の
に
大
き
く
関
わ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
鎌
倉
で
語
ら
れ
た
、
知
康
の

イ
メ
ー
ジ
や
評
判
が
、
物
語
の
成
立
の
背
景
に
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
知
康
の
造
型
は
、
後
白
河
院
と
頼
朝
と
い
う
二
人
の
権

力
者
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
。

三
、
後
白
河
院
方
の
人
々
の
戯
画
化

法
住
寺
合
戦
に
つ
い
て
語
る
『
平
家
物
語
の
』
記
事
で
、
お
そ
ら
く
実
際
の
行
動
と
は
か
け
離
れ
た
、
戯
画
化
さ
れ
た
描
写
が
な
さ

れ
、
笑
い
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
後
白
河
院
方
の
武
士
は
知
康
だ
け
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
人
々
の
描
写
は
、
例
え
ば
、
延
慶
本
で
は
以
下
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
見
ら
れ
る
。

①�　

御
所
に
籠
も
っ
て
い
た
公
卿
殿
上
人
、
比
叡
山
や
園
城
寺
の
僧
徒
、
駆
武
者
た
ち
が
、
義
仲
軍
の
放
火
に
驚
い
て
、
慌
て
ふ
た
め
く

様
子
。

②�　

多
田
行
綱
ら
摂
津
源
氏
が
、
御
所
か
ら
落
ち
る
際
に
、
義
仲
軍
の
落
ち
武
者
と
間
違
わ
れ
て
、
近
隣
の
民
衆
か
ら
礫
を
投
げ
ら
れ
、

「
院
方
の
武
士
だ
」
と
名
乗
っ
て
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
様
子
。

③�　

刑
部
卿
三
位
頼
輔
（
豊
後
守
）
が
院
御
所
か
ら
迷
い
出
て
七
条
河
原
で
物
取
り
に
遭
い
、
衣
服
を
剥
ぎ
取
ら
れ
て
裸
に
な
っ
て
立
ち

竦
ん
で
い
る
と
、
知
り
合
い
の
僧
侶
が
気
が
つ
く
が
、
短
い
衣
を
着
せ
か
け
、
し
か
も
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
り
足
が
む
き
出
し
に

な
っ
た
。
そ
の
格
好
で
兄
の
家
に
向
か
う
も
、
慌
て
る
様
子
も
な
く
、
あ
れ
こ
れ
問
い
か
け
な
が
ら
呑
気
に
歩
く
の
だ
っ
た
。

延
慶
本
で
は
、
こ
れ
以
外
の
潔
く
戦
っ
た
人
の
話
も
比
較
的
詳
し
く
載
せ
る
が
、
覚
一
本
で
は
、
簡
単
な
記
述
で
紹
介
さ
れ
る
の
み
で

あ
る
。
法
住
寺
合
戦
に
後
白
河
院
方
と
し
て
参
加
し
た
公
卿
や
武
士
が
、
こ
の
よ
う
に
戯
画
化
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
筆
者
は
こ
の
こ
と

の
背
景
に
、
当
時
の
史
料
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
後
白
河
院
に
対
す
る
批
判
の
感
情
を
読
み
取
り
た
い
と
思
う
。

例
え
ば
、『
玉
葉
』
の
筆
者
九
条
兼
実
は
、
法
住
寺
合
戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
る
ま
で
の
緊
迫
し
た
、
義
仲
と
後
白
河
院
の
対
立
を
書
き

残
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
閏
十
月
二
十
日
条
で
は
、
義
仲
が
、
院
の
使
者
と
し
て
や
っ
て
き
た
静
憲
法
印
に
対
し
て
、「
君
を
怨
み
奉
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る
事
」
と
し
て
、「
頼
朝
を
召
し
上
げ
ら
る
る
事
、
然
る
べ
か
ら
ず
の
由
を
申
す
と
雖
も
、
御
承
引
無
し
。
猶
以
て
召
し
遣
は
さ
れ
を
は

ん
ぬ
」
こ
と
、「
東
海
・
東
山
・
北
陸
等
の
国
々
下
さ
る
る
所
の
宣
旨
に
云
く
、
も
し
こ
の
宣
旨
に
随
は
ざ
る
の
輩
有
ら
ば
、
頼
朝
の
命

に
随
ひ
追
討
す
べ
し
と
云
々
。
こ
の
状
義
仲
生
涯
の
遺
恨
た
る
な
り
」
の
二
点
を
挙
げ
た
と
伝
え
、「
天
下
の
滅
亡
、
た
だ
今
来
月
に
在

る
か
」
と
結
ん
で
い
る
。
義
仲
の
後
白
河
院
に
対
す
る
不
満
は
、
院
が
頼
朝
と
結
ぼ
う
と
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
だ
と
兼
実
が
考
え
て

い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
。
そ
し
て
、
兼
実
は
、
開
戦
直
前
の
十
一
月
十
七
日
条
で
、
義
仲
の
申
状
は
穏
便
な
も
の
で
あ
り
、「
王

事
の
軽
き
こ
と
是
非
を
論
ず
る
に
足
ら
ず
」
と
、
痛
烈
に
後
白
河
院
を
批
判
す
る
。
義
仲
と
組
も
う
と
し
た
の
に
、
す
ぐ
に
手
の
ひ
ら
を

返
し
て
頼
朝
に
接
近
す
る
院
の
行
動
を
軽
々
し
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
日
の
記
事
で
戦
い
の
経
緯
を
述
べ
た
後
で
も
、
次

の
よ
う
に
記
し
、
こ
の
戦
い
の
要
因
が
後
白
河
院
の
側
に
あ
っ
た
と
の
見
方
を
示
す
。
義
仲
に
つ
い
て
、
院
を
誡
め
る
使
者
な
の
か
、
と

い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

…
…
夢
カ
夢
ニ
非
ザ
ル
カ
、
魂
魄
退
散
シ
、
万
事
覚
エ
ズ
。
凡
ソ
漢
家
本
朝
天
下
ノ
乱
逆
、
其
ノ
数
有
リ
ト
雖
モ
、
未
ダ
今
度
ノ
如

キ
ノ
乱
ハ
有
ラ
ズ
。
義
仲
ハ
是
不
徳
ノ
君
ヲ
誡
ム
ル
使
ナ
リ
。
其
ノ
身
ノ
滅
亡
、
又
以
テ
忽
然
カ
。
憗
ヒ
ニ
生
マ
レ
此
ク
ノ
如
ノ
事

ヲ
見
ル
。
只
宿
業
ヲ
恥
ヅ
ベ
キ
モ
ノ
カ
。
悲
シ
ム
ベ
シ
、
悲
シ
ム
ベ
シ
。�

（『
玉
葉
』
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
十
一
月
十
七
日
条
）

ま
た
、
慈
円
も
『
愚
管
抄
』
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
後
白
河
院
方
に
も
非
が
あ
り
、
こ
う
し
た
事
が
起
き
た
こ
と
を
末

法
の
世
の
な
せ
る
技
だ
と
言
っ
て
い
る
。

イ
カ
ニ
モ
〳
〵
コ
ノ
院
ノ
木
曾
ト
御
タ
ヽ
カ
イ
ハ
、
天
狗
ノ
シ
ワ
ザ
ウ
タ
ガ
イ
ナ
キ
事
也
。
コ
レ
ヲ
シ
ヅ
ム
ベ
キ
佛
法
モ
カ
ク
人

ノ
心
ワ
ロ
ク
キ
ハ
マ
リ
ヌ
レ
バ
、
利
生
ノ
ウ
ツ
ハ
物
ニ
ア
ラ
ズ
。
術
ナ
キ
事
ナ
リ
。�

（『
愚
管
抄
』
巻
五
）

そ
う
し
た
、
都
の
人
々
の
書
き
残
し
た
言
葉
を
見
る
時
、
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
が
、
行
綱
た
ち
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
飛
礫
で
あ
る
。
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『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
人
物
の
戯
画
化
と
い
う
こ
と
（
清
水
）

鹿
谷
の
陰
謀
の
密
告
者
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
近
年
、
一
ノ
谷
合
戦
で
、
義
経
が
行
っ
た
坂
落
と
し
と
称
さ
れ
る
攻
撃
を
行
っ
た
人
物
と

し
て
名
の
上
が
る
行
綱
で
あ
る
が
、
そ
の
行
動
が
常
に
後
白
河
院
に
忠
実
な
立
場
を
崩
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
（
（
（

。
巻
八
の
こ
の
場
面
で
も
、
行
綱
は
後
白
河
院
に
近
侍
し
御
所
に
立
て
籠
も
っ
た
が
、
敗
色
濃
厚
に
な
り
脱
出
し

て
き
た
と
読
ん
で
よ
い
。
行
綱
は
後
白
河
院
の
身
替
わ
り
な
の
で
は
な
い
か
。
実
際
の
後
白
河
院
は
五
条
に
あ
っ
た
基
通
の
屋
敷
（
物
語

で
は
五
条
の
里
内
裏
）
に
逃
げ
延
び
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
分
身
と
も
い
っ
て
よ
い
行
綱
が
、
京
都
の
人
々
に
よ
っ
て
義
仲
側
と
誤
解
さ

れ
、
石
を
投
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
延
慶
本
を
引
用
す
る
。
覚
一
本
な
ど
で
も
概
ね
同
じ
内
容
で
あ
る
。

…
…
七
条
ガ
末
ハ
摂
津
源
氏
多
田
ノ
蔵
人
、
豊
島
冠
者
、
大
田
太
郎
等
固
タ
リ
ケ
ル
モ
、
七
条
ヲ
西
ヘ
落
ニ
ケ
リ
。
軍
以
前
ニ
在
地

者
共
ニ
、「
落
ム
折
ハ
打
伏
ヨ
」
ト
知
康
下
知
シ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
在
家
人
等
、
家
上
ニ
楯
ヲ
ツ
キ
、
ヲ
ソ
イ
ノ
石
ヲ
取
集
テ
待
処

ニ
、
御
方
ノ
落
ヲ
敵
ノ
落
ト
心
得
テ
、
我
ヲ
ト
ラ
ジ
ト
打
ケ
レ
バ
、「
是
ハ
御
方
ゾ
」、「
是
ハ
院
方
ゾ
」
ト
、
面
々
ニ
名
乗
レ
ド

モ
、「
院
宣
ニ
テ
ア
ル
ゾ
。
只
打
伏
ヨ
〳
〵
」
ト
打
ケ
レ
バ
、
軒
下
ヘ
馳
ヨ
リ
門
内
ヘ
逃
入
テ
、
物
具
脱
置
テ
、
ハ
ウ
〳
〵
ゾ
落
ニ

ケ
ル
。�

（
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
巻
八
・
廿
五
「
木
曽
法
住
寺
殿
ヘ
押
寄
事
」）

こ
の
飛
礫
を
投
げ
る
と
い
う
戦
闘
行
為
を
行
う
者
た
ち
に
つ
い
て
は
、
こ
の
直
前
の
、
後
白
河
院
方
が
召
集
し
た
軍
勢
の
中
に
加
わ
っ

た
集
団
と
し
て
も
見
え
て
い
る
。

…
…
知
康
ハ
御
方
ノ
大
将
軍
ニ
テ
、
門
外
ニ
床
子
ニ
尻
カ
ケ
テ
、
赤
地
錦
直
華
ニ
、
ワ
キ
立
計
ニ
テ
、
廿
四
指
タ
ル
征
矢
ヲ
一
筋
抜

出
テ
、
サ
ラ
リ
〳
〵
ト
ツ
マ
ヤ
リ
テ
、「
哀
レ
、
シ
レ
者
ノ
頸
ノ
骨
ヲ
、
此
矢
ヲ
持
テ
只
今
射
貫
バ
ヤ
」
ト
ゾ
訇
リ
ケ
ル
。
又
万
ノ

大
師
ノ
御
影
ヲ
書
集
テ
、
御
所
ノ
四
方
ノ
陣
ニ
ヒ
ロ
ゲ
懸
タ
リ
。
御
方
ノ
人
々
ノ
語
ヒ
タ
リ
ケ
ル
者
共
ハ
、
堀
川
商
人
、
町
冠
者

原
、
飛

、
因
地
、
乞
食
法
師
原
也
。
合
戦
ノ
様
モ
イ
ツ
カ
可
㆑
習
、
風
モ
ア
ラ
ク
吹
バ
倒
ヌ
ベ
ク
シ
テ
、
逃
足
ヲ
ノ
ミ
踏
タ
ル
者

共
ゾ
多
ク
参
リ
籠
リ
タ
リ
ケ
ル
。
物
ノ
要
ニ
立
ヌ
ベ
キ
者
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
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（
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
巻
八
・
廿
三
「
木
曾
可
減
之
由
法
皇
御
結
構
事
」）

こ
の
「
堀
河
商
人
、
町
冠
者
原
、
飛
礫
、
因
地
、
乞
食
法
師
原
」
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
武
士
で
も
な
く
、
社

会
の
下
層
の
人
々
で
、
何
か
あ
っ
た
時
に
は
武
器
で
は
な
く
投
石
で
相
手
を
攻
撃
す
る
人
々
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
相
手
に
し
た

の
は
義
仲
軍
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
後
白
河
院
に
味
方
す
る
武
士
の
手
薄
さ
、
そ
う
し
た
も
の
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
実
情
を
表
現

し
て
い
る
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
同
じ
行
動
を
取
る
が
、
院
方
に
加
わ
っ
て
院
御
所
に
参
上
し
た
飛
礫
打
ち
と
、
行
綱
た
ち
に
石

を
投
げ
た
京
都
の
人
々
は
同
じ
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
行
綱
た
ち
に
石
を
投
げ
た
後
者
の
人
々
（
ち
な
み
に
中
院
本
『
平
家
物
語
』
で
は
「
京
中
の
ざ
い
地
の
も
の
ど
も
」）
は
、
な

ぜ
、
行
綱
ら
正
統
な
武
士
た
ち
の
訴
え
に
耳
も
傾
け
ず
に
石
を
投
げ
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
、
院
が
あ
ら
か
じ
め
召
集
し
た
方
の
飛
礫
打
ち
に
つ
い
て
は
、
浅
香
年
木
の
次
の
よ
う
な
論
考
（
（
（

が
あ
る
。

…
…『
平
家
物
語
』
の
諸
本
の
、
こ
の
部
分
は
、
法
住
寺
殿
を
固
め
て
い
た
の
が
、「
い
ふ
か
ひ
な
き
」
雑
多
な
寄
集
兵
力
に
す
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
の
描
写
で
あ
り
、
裏
付
け
と
な
る
事
実
を
検
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
…
…（
清

水
：
こ
う
し
た
こ
と
が
充
分
に
想
定
し
得
る
こ
と
だ
と
し
た
上
で
、
堀
川
商
人
、
町
冠
者
原
、
飛
礫
因
地
、
乞
食
法
師
原
と
い
っ

た
）
…
…
都
市
下
層
住
民
が
、
反
義
仲
連
合
の
軍
事
行
動
に
荷
担
し
た
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
を
要
す
る
。
こ
れ
ら
雑
人
・

下
人
な
ど
の
都
市
下
層
住
民
が
、
か
り
に
反
義
仲
連
合
に
加
勢
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
権
門
擁
護
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
反

乱
の
拡
大
に
よ
っ
て
坂
東
・
北
陸
道
諸
地
域
と
の
交
通
路
を
封
鎖
さ
れ
、
西
日
本
一
帯
の
凶
作
・
飢
饉
に
苦
し
み
、
そ
の
上
、
義
仲

軍
団
の
入
京
と
平
氏
一
門
の
西
日
本
占
拠
に
よ
っ
て
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
続
け
て
い
る
都
市
住
民
と
し
て
の
生
活
防
衛
闘
争
の
一

つ
の
表
現
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
論
考
の
後
半
部
分
に
説
か
れ
る
都
市
住
民
と
し
て
の
彼
ら
の
実
態
は
、
院
方
に
召
集
さ
れ
た
人
々
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
行
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『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
人
物
の
戯
画
化
と
い
う
こ
と
（
清
水
）

綱
ら
を
攻
撃
す
る
京
中
の
人
々
に
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
行
綱
ら
の
必
死
の
訴
え
に
耳
を
貸
さ
ず
に
ひ
た
す
ら
石
を
投
げ

る
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
狂
気
に
も
近
い
迫
力
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
こ
で
戯
画
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
武
力
に
困
っ
て
飛
礫
打
ち

ま
で
召
集
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
類
と
も
言
っ
て
よ
い
民
衆
に
逆
に
攻
撃
さ
れ
る
後
白
河
院
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
は
、
先
ほ
ど
か
ら
述
べ
て
い
る
、
当
時
の
貴
族
階
級
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
後
白
河
院
に
対
す
る
批
判
が
読
み
取
れ
る
の
だ
と
考
え

る
。も

ち
ろ
ん
、
兼
実
の
よ
う
な
公
卿
は
、
む
し
ろ
、
民
衆
か
ら
見
た
ら
体
制
の
側
、
王
権
の
側
の
人
々
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
う
し
た
公
卿

が
書
き
残
し
て
い
る
後
白
河
院
批
判
を
民
衆
の
も
の
と
同
一
だ
と
受
け
取
る
の
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
、

文
治
元
年
の
秋
に
、
頼
朝
と
対
立
し
た
義
経
が
、
都
を
再
び
戦
火
に
巻
き
込
む
こ
と
を
避
け
て
都
か
ら
落
ち
て
い
っ
た
と
高
く
評
価
さ
れ

た
よ
う
に
（『
玉
葉
』
な
ど
）、
京
都
市
中
で
戦
い
が
起
こ
る
こ
と
へ
の
京
都
の
人
々
の
反
感
は
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
す
る
と
、
法
住
寺
合
戦
か
ら
間
も
な
い
こ
ろ
に
こ
の
出
来
事
を
語
る
時
、
そ
こ
に
後
白
河
院
へ
の
批
判
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
と
い

う
想
像
も
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
そ
う
し
た
戯
画
化
さ
れ
た
記
事
が
覚
一
本
に
お
い
て
も
色
濃
く
残
っ
て
い
る
事
の
意
味
に
つ
い
て
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
た
だ
単
に
面
白
お
か
し
い
話
と
し
て
人
々
を
喜
ば
せ
た
話
と
し
て
読
み
継
が
れ
た
可
能
性
も
あ

る
。

四
、
王
権
に
ま
つ
わ
る
戯
画
化
の
身
体
性

前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
、
後
白
河
院
方
の
人
々
が
、
院
へ
の
批
判
を
受
け
、
そ
の
身
替
わ
り
の
よ
う
に
戯
画
化
さ
れ
て
笑
い
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
構
図
は
、
鎌
倉
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
影
響
も
受
け
て
造
型
さ
れ
た
、『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
知
康
も
同
じ
で
あ
ろ

う
。
実
際
に
そ
う
し
た
描
か
れ
方
を
す
る
素
養
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
は
言
え
、
法
住
寺
合
戦
の
敗
因
を
一
人
で
背
負
わ
さ
れ
る
。

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
、
知
康
が
頼
朝
の
前
で
披
露
し
た
の
が
「
ヒ
フ
」
で
あ
り
、
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
が
、
大
人
に
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な
っ
た
頼
家
の
催
し
た
蹴
鞠
の
会
で
の
即
興
の
動
作
で
あ
っ
た
こ
と
も
述
べ
た
。「
ヒ
フ
」
と
し
た
の
が
、
法
住
寺
合
戦
の
直
後
に
設
定

さ
れ
た
物
語
で
の
鎌
倉
下
向
だ
と
、
頼
家
が
ま
だ
満
一
歳
だ
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
し
た
。
し
か
し
、
延
慶
本

の
「
ヒ
フ
」
を
披
露
す
る
知
康
の
描
写
に
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
に
は
な
い
身
体
の
動
き
が
感
じ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
前
章
で
述
べ
た
行
綱
ら
が
石
を
投
げ
ら
れ
た
話
も
、
物
具
を
脱
ぎ
捨
て
て
「
ハ
ウ
〳
〵
」
逃
げ
る
彼
ら
の
描
写
は
、
読
者
が

具
体
的
に
想
像
し
や
す
い
痛
み
を
伴
っ
て
い
る
。
矢
で
射
ら
れ
る
痛
み
よ
り
も
身
近
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
章
で
は
詳
述
し
な
か
っ
た

院
方
の
者
の
笑
い
話
と
し
て
、
豊
後
守
で
あ
っ
た
刑
部
卿
三
位
頼
輔
の
話
の
身
体
性
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
裸
に
さ
れ
て
十
一
月

中
旬
の
寒
風
の
中
で
震
え
る
男
の
知
り
合
い
に
借
り
た
短
い
僧
衣
を
頭
か
ら
か
ぶ
り
、
足
を
む
き
出
し
に
し
て
逃
げ
て
行
く
姿
は
、
物
語

の
中
の
京
の
人
々
の
嘲
笑
を
誘
い
、
ひ
い
て
は
読
者
の
笑
い
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
頼
輔
は
、
同
じ
巻
八
で
平
家
を
九
州
に
上
陸
さ
せ
な

い
よ
う
に
と
命
令
を
下
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
際
に
、
平
時
忠
が
悔
し
紛
れ
に
「
鼻
豊
後
」
と
嘲
っ
た
人
物
で
あ
る
。
鼻
が
大
き

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
身
体
的
特
徴
で
嘲
笑
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
戯
画
化
は
、『
平
治
物
語
』
の
藤
原
信
頼
の
描
か
れ
方
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
史
実
で
は
競
べ
馬
な
ど
で
活
躍
し
た
と
さ
れ

る
信
頼
で
あ
る
が
、
物
語
で
は
あ
ま
り
に
も
太
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
馬
に
も
乗
れ
な
か
っ
た
と
語
ら
れ
る
。
後
白
河
上
皇
と
二
条
天
皇

が
す
で
に
内
裏
を
脱
出
し
た
と
知
っ
て
武
装
し
て
出
陣
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
一
人
で
は
馬
に
も
乗
れ
ず
、
家
臣
が
押
し
上
げ
て
み
る
も

反
対
側
に
転
げ
落
ち
、
そ
の
時
に
で
き
た
鼻
の
傷
で
、
死
後
そ
の
首
だ
と
判
明
し
た
と
徹
底
的
に
愚
弄
さ
れ
る
。

こ
の
信
頼
も
、
後
白
河
院
の
近
臣
で
あ
り
な
が
ら
、
信
西
と
の
争
い
か
ら
平
治
の
乱
を
起
こ
す
に
至
り
、
後
白
河
院
が
逃
げ
た
後
に
、

そ
の
身
替
わ
り
の
よ
う
に
殺
さ
れ
て
い
く
。
構
図
と
し
て
は
、
知
康
、
行
綱
、
頼
輔
と
同
じ
で
あ
る
（
彼
ら
は
敗
死
し
な
い
が
）。
こ
う

し
た
信
頼
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
、
佐
倉
由
泰
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
（
（

。

…
…『
平
治
物
語
』
の
表
現
世
界
が
祝
祭
的
で
あ
り
、
信
頼
が
道
化
的
で
、
王
の
如
く
振
る
舞
っ
た
挙
句
に
無
惨
に
殺
害
さ
れ
る
こ

と
に
関
心
を
払
う
な
ら
ば
、『
平
治
物
語
』
の
信
頼
は
、
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
が
注
目
し
、
山
口
昌
男
が
重
視
し
た
「
モ
ッ
ク
・

キ
ン
グ
（
偽
王
）」
の
概
念
に
類
縁
性
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。「
モ
ッ
ク
・
キ
ン
グ
」
と
は
、「
ア
フ
リ
カ
以
外
の
多
く
の
ア
ー
カ
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『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
人
物
の
戯
画
化
と
い
う
こ
と
（
清
水
）

イ
ッ
ク
な
社
会
で
観
察
さ
れ
た
、
儀
礼
又
は
儀
礼
に
随
伴
す
る
カ
ー
ニ
バ
ル
空
間
で
、
道
化
を
仕
立
て
て
戴
冠
、
登
極
さ
せ
て
後
に

殺
す
か
又
は
打
擲
し
て
追
放
す
る
」
習
慣
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
偽
の
王
の
こ
と
で
あ
る
。

法
住
寺
合
戦
を
描
く
『
平
家
物
語
』
の
記
事
に
あ
っ
て
は
、
行
綱
と
頼
輔
が
、
殺
さ
れ
こ
そ
し
な
い
が
、
身
体
的
な
痛
み
を
伴
っ
て

人
々
か
ら
罵
倒
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
や
は
り
後
白
河
院
の
身
替
わ
り
と
し
て
の
苦
痛
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
、
義
仲
の
戯
画
化
と
頼
朝

木
曽
義
仲
の
『
平
家
物
語
』
で
の
造
型
が
、
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
夙
に
指
摘
が
あ
る
。
北
陸
道
を
駆
け
上
が
る
よ
う

に
都
に
迫
る
合
戦
譚
に
お
け
る
武
将
義
仲
の
活
躍
を
描
く
話
と
、
巻
九
で
の
最
期
を
描
く
悲
劇
の
話
に
挟
ま
れ
た
巻
八
で
の
義
仲
は
、
こ

れ
ま
で
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
ヲ
コ
ノ
者
」
で
あ
る
鼓
判
官
に
「
ヲ
コ
ノ
者
」
と
言
わ
れ
る
戯
画
化
さ
れ
た
義
仲
で
あ
る
。「
猫
間
中

納
言
」
と
の
や
り
と
り
や
、
牛
車
の
乗
り
方
を
知
ら
ず
に
馬
鹿
に
さ
れ
、
さ
ら
に
法
住
寺
合
戦
に
勝
利
し
た
後
で
も
、
天
皇
に
な
ろ
う

か
、
で
も
（
後
鳥
羽
天
皇
の
よ
う
な
）
童
形
に
は
な
れ
な
い
し
、
出
家
が
い
や
だ
か
ら
法
皇
に
も
な
れ
な
い
し
、
で
は
関
白
に
で
も
な
ろ

う
か
、
と
嘯
く
。
徹
底
し
て
愚
弄
さ
れ
、
そ
れ
が
義
仲
の
滅
亡
の
要
因
だ
と
語
ら
れ
て
い
く
。

義
仲
が
京
都
で
政
権
運
営
に
失
敗
し
た
事
情
と
し
て
は
、
様
々
な
事
情
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
養
和
の
飢
饉
の
影
響
、
安
徳
天
皇
不
在

を
受
け
て
問
題
と
な
っ
た
次
期
天
皇
の
選
定
に
口
を
出
す
と
い
う
失
策
、
孤
児
か
ら
出
発
し
、
子
飼
い
の
部
下
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
か
っ

た
彼
が
率
い
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
混
成
の
大
軍
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
失
敗
、
途
中
か
ら
行
動
を
共
に
し
た
叔
父
行
家
と
の
関
わ
り
、
な

ど
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
語
は
そ
う
し
た
史
実
に
触
れ
る
こ
と
な
く
義
仲
を
造
型
し
て
い
く
。

そ
の
よ
う
に
義
仲
が
戯
画
化
さ
れ
て
語
ら
れ
た
こ
と
が
、
読
者
に
と
っ
て
義
仲
像
を
一
つ
に
結
ぶ
際
の
難
し
さ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
で
は
、
ど
う
し
て
そ
う
し
た
一
連
の
話
を
創
作
し
て
義
仲
を
「
ヲ
コ
ノ
者
」、
ま
た
は
田
舎
者
と
し
て
語
る
必
要
が
『
平
家

物
語
』
に
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
も
様
々
な
議
論
が
あ
っ
た
。
当
時
の
京
都
の
民
衆
の
怒
り
が
背
景
に
あ
る
と
い
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う
見
方
も
さ
れ
て
き
た
。
前
章
で
は
、
そ
う
し
た
怒
り
の
感
情
が
後
白
河
院
へ
の
批
判
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
見
方
を
示
し
た
が
、
貴
族

の
立
場
と
し
て
事
情
に
詳
し
い
兼
実
ら
と
は
違
っ
て
、
養
和
の
飢
饉
の
影
響
に
続
く
戦
乱
の
中
で
苦
し
む
民
衆
の
怒
り
の
感
情
が
、
そ
う

し
た
事
態
を
も
た
ら
し
た
義
仲
に
向
か
っ
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

た
だ
、
筆
者
は
、
巻
八
に
お
い
て
義
仲
が
こ
こ
ま
で
愚
弄
さ
れ
る
意
味
に
つ
い
て
、
別
の
見
方
を
提
示
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
主
役

の
座
の
交
替
で
あ
る
。
巻
六
で
描
か
れ
る
清
盛
の
死
後
、
物
語
の
流
れ
を
主
導
し
て
き
た
の
は
義
仲
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
頼
朝
と
そ
の
意

を
代
弁
、
代
行
す
る
義
経
に
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
壇
ノ
浦
合
戦
後
に
は
、
義
経
は

頼
朝
の
代
理
の
座
を
明
け
渡
し
て
物
語
の
世
界
か
ら
去
っ
て
行
く
の
で
あ
る
が
。

巻
八
に
は
、
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
の
称
号
を
後
白
河
院
か
ら
与
え
ら
れ
、
中
原
康
定
が
そ
の
使
い
と
し
て
鎌
倉
に
下
り
、
頼
朝
に
伝
え

歓
待
さ
れ
た
と
す
る
章
段
が
あ
る
。
延
慶
本
で
言
う
「
十
五　

兵
衛
佐
征
夷
大
将
軍
宣
旨
事
」「
十
六　

康
定
関
東
ヨ
リ
帰
洛
シ
テ
関
東

事
語
申
事
」
で
あ
り
、
覚
一
本
の
「
征
夷
将
軍
院
宣
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
周
知
の
通
り
、
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
の
称
号
を
受
け
る
の

は
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
の
こ
と
で
あ
り
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
の
こ
の
時
期
に
後
白
河
院
か
ら
頼
朝
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、

い
わ
ゆ
る
寿
永
二
年
十
月
宣
旨
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

義
仲
入
京
後
ま
も
な
く
、
後
白
河
院
は
、
中
原
康
定
を
派
遣
し
て
頼
朝
に
上
京
の
要
請
を
し
た
ら
し
い
。『
百
錬
抄
』
や
『
玉
葉
』
の

記
事
に
依
れ
ば
、
康
定
の
鎌
倉
下
向
は
七
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
下
旬
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
頼
朝
は
そ
れ
を
次
の
よ
う
な

理
由
で
断
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
中
の
頼
朝
を
評
価
す
る
言
葉
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

頼
朝
使
者
ヲ
進
ズ
。
忽
チ
上
洛
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
々
。
一
ハ
秀
平
・
隆
義
等
、
上
洛
ノ
跡
ニ
入
レ
替
ハ
ル
ベ
シ
。
二
ハ
数
万
ノ
勢

ヲ
率
ヰ
入
洛
セ
バ
、
京
中
堪
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
コ
ノ
二
故
ニ
依
テ
、
上
洛
延
引
ス
ト
云
々
。
凡
ソ
頼
朝
ノ
体
タ
ラ
ク
、
威
勢
厳
粛
、
ソ

ノ
性
強
烈
、
成
敗
分
明
、
理
非
断
決
ト
云
々
。�

（『
玉
葉
』
十
月
九
日
条
）

こ
の
時
、
頼
朝
は
、
東
海
・
東
山
・
北
陸
三
道
に
つ
い
て
支
配
権
を
認
め
る
よ
う
要
望
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
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『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
人
物
の
戯
画
化
と
い
う
こ
と
（
清
水
）

「
東
海
東
山
諸
国
ノ
年
貢
、
神
社
仏
寺
并
ビ
ニ
王
臣
家
領
ノ
庄
園
元
ノ
如
ク
領
家
ニ
随
フ
可
キ
ノ
由
、
宣
旨
ヲ
下
サ
ル
。
頼
朝
申
シ
行
フ

ニ
依
ル
ナ
リ
」（『
百
錬
抄
』
同
年
十
月
十
四
日
条
）、「
先
日
ノ
宣
旨
ニ
云
ハ
ク
、
東
海
・
東
山
道
等
ノ
庄
公
、
服
セ
ザ
ル
ノ
輩
ア
ラ
バ
、

頼
朝
ニ
触
レ
沙
汰
ヲ
致
ス
ベ
シ
ト
云
々
」（『
玉
葉
』
同
年
十
月
二
十
二
日
条
）
と
あ
り
、
宣
旨
が
下
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
寿
永
二
年
十
月
宣
旨
で
あ
る
。
東
海
・
東
山
両
道
の
荘
園
・
公
領
を
元
の
荘
園
領
主
た
ち
の
支
配
下
に
も
ど
し
、
そ
れ
に
従
わ
な

い
者
の
対
応
を
頼
朝
に
ま
か
せ
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
東
海
・
東
山
二
道
に
な
っ
た
の
は
、
後
白
河
院
が
義
仲
を
慮
っ
て
北
陸
道
を

は
ず
し
た
の
だ
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
頼
朝
の
不
満
が
大
き
か
っ
た
の
か
、
康
定
は
再
び
鎌
倉
に
赴
い
て
い
る
。

こ
の
宣
旨
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
挙
兵
以
来
力
を
つ
け
て
い
っ
た
頼
朝
の
独
立
性
が
認
め
ら
れ
た
と
評
価
す
る
の
か
、
逆
に
頼
朝
の
力

が
朝
廷
に
吸
収
さ
れ
た
と
受
け
取
る
の
か
、
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
、
頼
朝
に
与
え
ら
れ
た
こ
の
権
限
の
意
義
に
つ

い
て
評
価
す
る
材
料
は
持
た
な
い
の
で
は
あ
る
が
、『
平
家
物
語
』
の
展
開
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、『
玉
葉
』
の
十
月
九
日
条
に
も
「
頼

朝
本
位
ニ
復
ス
ノ
由
」
の
仰
せ
が
下
っ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
頼
朝
が
流
罪
を
免
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
後
白
河
院
が
義
仲
に
見
切
り
を

つ
け
て
頼
朝
と
の
共
闘
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
平
家
追
討
の
役
目
を
引
き
受
け
る
者
と
し
て
義
仲
と
同
じ
舞
台
に
上

が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

『
平
家
物
語
』
各
諸
本
の
こ
の
章
段
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
は
、
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
平
家
物
語
』
の
記
事

と
、『
吾
妻
鏡
』
建
久
三
年
の
征
夷
大
将
軍
任
命
の
時
の
記
事
が
極
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

延
慶
本
の
巻
八
「
十
五　

兵
衛
佐
征
夷
大
将
軍
宣
旨
事
」
で
は
、
他
に
見
え
な
い
征
夷
大
将
軍
に
任
ず
る
宣
旨
そ
の
も
の
が
記
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
次
の
「
十
六　

康
定
関
東
ヨ
リ
帰
洛
シ
テ
関
東
事
語
申
事
」
で
は
、
そ
の
時
の
儀
式
の
模
様
が
詳
し
く
描
か
れ
、
そ
の
中

で
、
そ
の
宣
旨
を
受
け
取
る
役
目
を
三
浦
義
澄
が
仰
せ
つ
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
、
義
澄
の
父
義
明
が
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
挙
兵

時
に
頼
朝
に
従
っ
て
命
を
落
と
し
た
こ
と
に
報
い
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
ド
ラ
マ
が
描
か
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
康
定
に
は
、
頼
朝
か
ら

豪
勢
な
引
出
物
が
与
え
ら
れ
た
。
奥
州
の
藤
原
秀
衡
や
佐
竹
直
義
へ
の
言
及
な
ど
は
、
先
に
紹
介
し
た
、
頼
朝
が
後
白
河
院
か
ら
の
上
京

の
要
請
を
断
わ
っ
た
と
い
う
『
玉
葉
』
の
記
事
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
『
吾
妻
鏡
』
の
以
下
の
建
久

三
年
の
記
事
と
極
め
て
類
似
す
る
こ
と
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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勅
使
庁
官
肥
後
介
中
原
景
良
・
同
康
定
等
参
着
す
。
征
夷
大
将
軍
の
除
書
を
持
参
す
る
所
な
り
。 

両
人
〈
各
々
衣
冠
を
着
す
〉
例

に
任
せ
て
鶴
岳
の
廟
庭
に
列
び
立
ち
、
使
者
を
以
て
除
書
を
進
す
べ
き
の
由
こ
れ
を
申
す
。
三
浦
義
澄
を
遣
は
さ
る
。
義
澄
、
比
企

右
衛
門
尉
能
員
、
和
田
三
郎
宗
實
、
並
び
に
郎
従
十
人
〈
各
々
甲
冑
〉
を
相
具
し
、
宮
寺
に
詣
で
、
彼
の
状
を
請
け
取
る
。
…
…
中

略
…
…
幕
下
〈
御
束
帯
〉
予
め
西
廊
に
出
御
す
。
義
澄
除
書
を
捧
持
し
、
膝
行
し
て
こ
れ
を
進
す
。
千
万
人
の
中
に
義
澄
こ
の
役
に

応
ず
。
面
目
絶
妙
な
り
。
亡
父
義
明
、
命
を
将
軍
に
献
り
を
は
ん
ぬ
。
そ
の
勲
功
、
髭
を
剪
る
と
雖
も
、
没
後
に
酬
い
難
し
。
仍
て

子
葉
を
抽
賞
せ
ら
る
と
云
々
。�

（『
吾
妻
鏡
』
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
七
月
二
十
六
日
条
）

将
軍
家
両
勅
使
を
幕
府
に
招
請
せ
し
め
給
ふ
。
寝
殿
の
南
面
に
於
て
御
対
面
、
献
盃
有
り
。
加
賀
守
俊
澄
、
大
和
守
重
弘
、
小
山

七
郎
朝
光
等
所
役
に
従
ふ
。
前
少
将
、
参
河
守
、
相
模
守
、
伊
豆
守
等
そ
の
座
に
候
ず
。
退
出
の
期
に
及
ん
で
各
々
鞍
馬
〈
葦
毛
、

鹿
毛
〉
を
給
ふ
。
左
衛
門
尉
祐
経
、
朝
重
等
こ
れ
を
引
く
。
両
客
庭
上
に
降
り
て
こ
れ
を
請
け
取
り
、
一
拝
の
後
退
出
す
と
云
々
。�

�

（『
吾
妻
鏡
』
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
七
月
二
十
七
日
条
）

『
平
家
物
語
』
と
『
吾
妻
鏡
』
の
こ
の
記
事
の
先
後
関
係
、
依
拠
関
係
に
つ
い
て
は
、
建
久
三
年
に
与
え
ら
れ
た
征
夷
大
将
軍
と
い
う

称
号
の
持
つ
意
義
や
背
景
な
ど
に
つ
い
て
の
新
し
い
見
解
も
含
め
て
様
々
な
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
（
（

。『
平
家
物
語
』
が
康
定
、

義
澄
ら
が
関
わ
る
物
語
を
創
作
し
、『
吾
妻
鏡
』
が
取
り
込
ん
だ
の
か
、
ま
た
、『
平
家
物
語
』
が
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
を
利
用
し
、
こ
の

十
月
宣
旨
の
場
面
に
置
き
換
え
た
か
。
今
後
の
さ
ら
な
る
検
討
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
を
『
平

家
物
語
』
が
取
り
込
ん
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
踏
み
込
ん
で
論
ず
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
例
え
ば
、
義
澄
以
外
に
こ
こ
に
登
場
す
る
武
士

た
ち
が
、『
吾
妻
鏡
』
に
は
そ
の
前
後
に
お
い
て
も
頻
繁
に
登
場
す
る
者
た
ち
で
あ
る
が
、『
平
家
物
語
』
に
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
人

物
で
あ
り
、『
吾
妻
鏡
』
の
流
れ
の
中
に
置
く
方
が
よ
り
自
然
に
思
え
る
こ
と
な
ど
が
理
由
と
し
て
指
摘
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

建
久
三
年
に
頼
朝
に
与
え
ら
れ
た
征
夷
大
将
軍
の
称
号
が
、
頼
朝
本
人
の
望
み
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
鎌
倉
幕
府
で
は
さ
ほ
ど

重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
（
（

と
い
う
の
は
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
ま
た
、
結
果
と
し
て
、
頼
朝
以
降
の
将
軍
の
み
な
ら
ず
、

室
町
幕
府
、
江
戸
幕
府
へ
と
、
武
士
政
権
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
者
の
称
号
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
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『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
人
物
の
戯
画
化
と
い
う
こ
と
（
清
水
）

が
出
来
上
が
っ
て
い
く
段
階
の
時
代
に
お
い
て
、
頼
朝
の
権
威
が
確
定
し
た
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
征
夷
大
将
軍
と
い
う
称
号

が
与
え
ら
れ
た
時
点
が
意
識
さ
れ
た
可
能
性
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
十
月
宣
旨
の
時
点
に
置
き
換
え

よ
う
と
い
う
構
想
が
『
平
家
物
語
』
の
編
著
者
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
逆
に
考
え
る
と
、『
平
家
物
語
』
の
作
者
は
、
こ
の
十
月

宣
旨
の
持
つ
意
義
を
十
分
に
正
し
く
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
史
実
で
征
夷
大
将
軍
の
称
号
を
得
た
時
よ
り
も
、
罪
人
か
ら
復
権
し
、

正
々
堂
々
と
朝
敵
を
討
つ
者
と
し
て
の
資
格
を
得
た
こ
と
の
意
義
の
大
き
さ
を
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
『
平
家
物
語
』
の
歴
史
認
識
を
さ
ら
に
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
る
の
が
、
延
慶
本
等
に
お
い
て
、
征
夷
将
軍
宣
旨
の
記
事
の
次

に
、
文
覚
に
よ
っ
て
、
頼
朝
の
父
義
朝
の
首
を
鎌
倉
に
持
っ
て
こ
さ
せ
た
と
い
う
記
事
が
並
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
義
朝
の
首
が
掘
り
お
こ
さ

れ
て
頼
朝
の
も
と
に
届
け
ら
れ
、
受
け
取
っ
た
頼
朝
は
勝
長
寿
院
を
建
立
し
て
納
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
、『
吾
妻
鏡
』

は
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
八
月
、
つ
ま
り
三
月
に
平
氏
が
滅
ん
だ
後
の
こ
と
と
す
る
が
、『
玉
葉
』
な
ど
で
は
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）

の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
て
、『
吾
妻
鏡
』
の
史
実
性
を
疑
わ
せ
る
事
象
な
の
で
あ
る
が
、
延
慶
本
な
ど
で
は
こ
こ
で

語
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
（1
（

。
罪
人
と
し
て
獄
門
に
捨
て
置
か
れ
て
い
た
首
が
掘
り
お
こ
さ
れ
て
鎌
倉
に
届
け
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
と
り

も
な
お
さ
ず
、
こ
こ
で
頼
朝
に
続
い
て
義
朝
も
復
権
し
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
頼
朝
こ
そ
河
内
源
氏
の
正
式
な
後
継
者
な
の
だ
と

認
め
さ
せ
る
行
為
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
覚
一
本
で
は
、
こ
れ
は
『
吾
妻
鏡
』
と
同
様
に
、
平
氏
が
滅
亡
し
た
後
の
で
き
事
と

し
て
巻
十
二
「
紺
掻
之
沙
汰
」
で
語
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
頼
朝
、
義
朝
の
復
権
と
共
に
始
ま
る
の
が
、
義
仲
の
戯
画
化
で
あ
る
。
物
語
で
、
征
夷
将
軍
宣
旨
の
前
に
語
ら
れ

る
義
仲
の
様
子
は
、
行
家
と
共
に
入
京
し
、
後
白
河
院
の
御
前
に
参
じ
た
時
の
「
赤
地
の
錦
の
直
垂
に
唐
彩
縅
の
鎧
」
と
い
っ
た
姿
で
あ

る
（
延
慶
本
で
は
、
巻
七
）。
そ
れ
以
後
、
義
仲
の
要
望
や
行
動
に
つ
い
て
描
写
さ
れ
る
記
事
は
な
く
、
あ
ら
た
め
て
義
仲
が
登
場
す
る

の
が
、
義
朝
の
首
の
話
に
続
い
て
語
ら
れ
る
（
覚
一
本
で
は
、
征
夷
将
軍
宣
旨
の
次
に
な
る
）、
猫
間
中
納
言
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

る
。
延
慶
本
で
は
、
こ
の
話
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

木
曾
義
仲
ハ
都
ノ
守
護
ニ
テ
有
ケ
ル
ガ
、
ミ
メ
形
キ
ヨ
ゲ
ニ
テ
吉
男
ニ
テ
有
ケ
レ
ド
モ
、
立
居
ノ
振
舞
ノ
無
骨
サ
、
物
ナ
ム
ド
云
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タ
ル
詞
ツ
キ
ノ
頑
ナ
サ
、
堅
固
ノ
田
舎
人
ニ
テ
浅
猿
ク
ヲ
カ
シ
カ
リ
ケ
リ
。
理
ヤ
、
信
乃
国
木
曾
山
下
ト
云
所
ニ
、
二
歳
ヨ
リ
廿
七

年
之
間
、
隠
居
タ
リ
ケ
レ
バ
、
可
㆑
然
人
ニ
馴
近
付
事
モ
ナ
シ
。
今
始
テ
都
人
ト
ナ
レ
ソ
メ
ム
ニ
、
ナ
ジ
カ
ハ
ヲ
カ
シ
カ
ラ
ザ
ル
ベ

キ
。�

（
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
巻
八
「
十
八　

木
曾
京
都
ニ
テ
頑
ナ
ル
振
舞
ス
ル
事
」）

こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
前
の
頼
朝
の
話
の
中
で
語
ら
れ
る
、「
容
顔
不
悪
、
貌
大
ニ
テ
少
シ
ヒ
キ
ブ
ト
ニ
見
ヘ
候
。
貌
バ
セ
優
美

ニ
、
言
語
分
明
ニ
シ
テ
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
水
島
合
戦
で
の
義
仲
軍
の
敗
戦
、
瀬
尾
兼
康
と
の
戦
い
、
行
家
と
の
不
和
を
経
て
法
住
寺
合
戦
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
そ
の

中
で
、
既
に
述
べ
た
よ
う
な
義
仲
の
戯
画
化
は
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
叙
述
の
流
れ
を
見
て
い
く
と
、
義
仲
の
戯
画
化
と
頼

朝
の
本
格
的
な
登
場
の
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
。
対
平
家
の
戦
い
を
主
導
す
る
主
人
公
が
交
替
し
、
脇
役
に
甘
ん
じ
る
立
場
と
な
っ
た
義

仲
の
戯
画
化
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

六
、
ま
と
め
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に
、『
平
家
物
語
』
が
描
く
法
住
寺
合
戦
は
、
関
わ
っ
た
主
要
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
戯
画
化
さ
れ
、
嘲
笑
さ
れ
つ
つ
展
開

し
た
戦
い
で
あ
っ
た
。
合
戦
そ
の
も
の
が
戯
画
化
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
筆
者
に
最
後
に
残
さ
れ
た
課
題
は
、
な
ぜ
、
法
住
寺

合
戦
は
こ
の
よ
う
な
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

延
慶
本
の
法
住
寺
合
戦
譚
は
、
乱
の
終
結
後
に
、
武
士
に
よ
っ
て
厳
し
く
警
固
さ
れ
て
い
る
後
白
河
院
に
、
出
家
し
て
入
道
と
な
っ
て

ま
で
面
会
し
た
故
信
西
の
末
子
、
宰
相
修
憲
の
「
只
神
鑑
ニ
任
セ
奉
ラ
セ
給
ワ
ズ
シ
テ
、
知
康
如
キ
奴
原
ガ
奏
シ
申
候
ケ
ル
ヲ
御
許
容
候

ケ
ル
ノ
ミ
コ
ソ
、
心
憂
ク
覚
候
ヘ
」
と
い
う
涙
な
が
ら
の
訴
え
で
閉
じ
ら
れ
る
。
前
出
の
武
久
論
文
も
、
物
語
作
者
の
法
住
寺
合
戦
観
を

表
す
も
の
と
し
て
こ
の
場
面
を
重
視
し
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
後
白
河
院
批
判
は
痛
烈
で
あ
る
。

今
回
見
て
き
た
人
物
た
ち
の
戯
画
化
の
背
景
に
は
、
当
然
な
が
ら
後
白
河
院
の
存
在
が
あ
っ
た
。
知
康
を
始
め
と
す
る
院
方
の
人
々
だ
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『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
人
物
の
戯
画
化
と
い
う
こ
と
（
清
水
）

け
で
は
な
く
、
義
仲
の
戯
画
化
が
始
ま
る
契
機
も
、
後
白
河
院
の
頼
朝
へ
の
歩
み
寄
り
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
後
白
河
院
自
ら
に
よ
る

「
因
」
の
結
果
と
し
て
の
敗
北
が
法
住
寺
合
戦
な
の
だ
と
い
う
の
が
延
慶
本
の
認
識
な
の
で
あ
る
。
物
語
作
者
に
は
、
敗
者
と
し
て
の
後

白
河
院
を
救
う
手
段
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
戯
画
化
し
笑
い
を
交
え
な
が
ら
戦
い
を
語
る
と
い
う
方
法
を
と

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。

一
方
、
覚
一
本
で
は
、
後
白
河
院
と
対
面
し
た
修
憲
は
、
こ
の
戦
い
で
命
を
落
と
し
た
主
な
人
々
に
つ
い
て
奏
聞
し
、
そ
れ
を
聞
い
た

院
が
、
明
雲
が
自
分
の
身
替
わ
り
と
し
て
死
ん
だ
の
だ
と
語
っ
て
涙
を
流
し
た
、
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
後
白
河
院
へ
の
批
判
の

言
葉
は
な
く
、
院
の
敗
者
と
し
て
の
心
情
を
語
っ
て
終
わ
る
。
後
白
河
院
へ
の
批
判
と
い
う
一
つ
の
軸
を
中
心
に
、
戯
画
化
さ
れ
た
登
場

人
物
の
戦
い
と
し
て
描
か
れ
た
法
住
寺
合
戦
譚
は
、
覚
一
本
に
あ
っ
て
は
、
軸
が
抜
け
落
ち
、
た
だ
単
に
読
者
の
笑
い
を
誘
う
も
の
と
し

て
残
っ
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
法
住
寺
合
戦
記
事
の
前
後
を
通
し
て
一
貫
し
て
戯
画
化
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
称
賛
さ
れ
続
け
た
の
が
頼
朝
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
頼
朝
の
姿
は
、『
吾
妻
鏡
』
で
の
描
か
れ
方
に
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。『
平
家
物
語
』
と
『
吾
妻
鏡
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、『
吾
妻
鏡
』
に
も
、
単
な
る
記
録
を
超
え
た
物
語
性
が
あ
る
と
い
う
指
摘
も
多
い
。
し
か
し
、

延
慶
本
の
法
住
寺
合
戦
譚
の
よ
う
に
、
後
白
河
院
へ
の
批
判
と
い
う
見
方
に
基
づ
き
、
全
体
を
戯
画
化
さ
れ
た
人
物
で
構
成
す
る
と
い
う

作
為
が
あ
る
の
は
、
や
は
り
文
学
作
品
と
し
て
の
『
平
家
物
語
』
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
文
学
と
し
て
歴
史
を
語
る
と

い
う
こ
と
と
、
歴
史
を
語
る
方
法
と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
織
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
だ
。
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究
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編
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史
叙
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文
学
』
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の
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家
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古
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と
中
世
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大
学
出
版
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、
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九
八
一
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七
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ペ
ー
ジ
。
な
お
、
飛
礫
に
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し

て
は
、
中
沢
厚
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つ
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て
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法
政
大
学
出
版
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、
一
九
八
一
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飛
礫
覚
書
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、
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史
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究
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、
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、
の
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）
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ど
の

論
考
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。

（
7
）　

佐
倉
由
泰
『
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記
物
語
の
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構
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
）、
二
一
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
一
部
省
略
し
た
。

（
8
）　

岩
田
慎
平
「
頼
朝
の
征
夷
大
将
軍
就
任
を
め
ぐ
る
『
平
家
物
語
』
と
『
吾
妻
鏡
』─『
吾
妻
鏡
』
建
久
三
年
七
月
二
十
六
日
条
・
二
十
九
日
条
に

つ
い
て
─
」（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
『
立
命
館
文
學
』
六
五
四
、
二
〇
一
七
・
一
〇
）
な
ど
。

（
9
）　

櫻
井
陽
子
「
頼
朝
の
征
夷
大
将
軍
任
官
を
め
ぐ
っ
て
─『
三
槐
荒
涼
抜
書
要
』
翻
刻
と
紹
介
─
」（『
明
月
記
研
究
』
九
、
二
〇
〇
四
・
十
二
・
二

十
五
、
の
ち
『『
平
家
物
語
』
本
文
考
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
）、
同
「『
平
家
物
語
』
の
征
夷
大
将
軍
院
宣
を
め
ぐ
る
物
語
」（『
中
世
文
学
と
隣

接
諸
学
4 

中
世
の
軍
記
物
語
と
歴
史
叙
述
』（
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
・
四
））
な
ど
の
論
考
が
詳
し
い
。

（
10
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
春
日
井
京
子
「「
紺
掻
之
沙
汰
」
の
生
成
と
展
開
─
覚
一
本
を
中
心
に
」（
栃
木
孝
惟
編
『
平
家
物
語
の
成
立
』（
千
葉
大
学

社
会
文
化
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
、
一
九
九
七
・
三
））
が
詳
し
い
。
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─
新
編
増
補
国
史
大
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『
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妻
鏡
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川
本
な
ど
を
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に
私
に
読
み
下
し
た
）

『
玉
葉
』
─
國
書
刊
行
会
本
（
私
に
読
み
下
し
た
）


